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授業改善ステップ表-1 

ツールを用いた授業改善の手順 

 

１単元における 

授業改善の流れ 
教師の意識（観点Ａの例） 

「授業改善ステップ表」と 

「手立て一覧表」の活用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 「授業改善ステップ表」について、当

てはまる児童の姿のチェック欄いずれ

かに☑を付けます。チェックする際は、

主観で学級の７割以上の児童が達成で

きているかを目安としてください。 

  「授業改善ステップ表」観点Ａの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ チェック欄の下には、ステップアッ

プに向けた手立てを示しています。リ

ンク先の「手立て一覧表」「手立ての具

体例」と対応させてご覧ください。 

 

３ 示された手立ての中から、必要と思

われるものを選び、適宜応用しながら

授業に取り入れてください。 

（次のステップに向けた手立てではな

く、現段階のステップに当たる手立て

が有効な場合も想定できます。） 

 

４ １～３の手順を繰り返し、授業を見

直し続ける中で、授業の質的改善が図

られていきます。 

 

 

「授業改善ステップ表」で、学級の

児童の姿を振り返ってみると… 
観点Ａは、今ステップ①かな。 

ステップ②の下線部に示された姿 
を見ると、単元のゴールを見通させ

ていなかったことが分かるよ。一体

どうしたらいいのだろう…。 

この単元では、ｇの手立てを取り

入れたことで、児童が単元のゴール

までのイメージを見通すことにつ

ながった！でも、ゴールまでにどん

な力を身に付けるのか、児童は意識

していなかったな…。 

児童の実態把握 

教師の課題把握 

（目指す児童の姿

の設定） 

取り入れた 

手立ての有効性の

検討 

本単元で取り入れる 

手立ての選択 

ステップ②に向けたステップアッ

プの手立ては、ｅ、ｇ、ｈね。「手

立て一覧表」で確認すると、「児童

と一緒に学習計画を立て…学習の

ゴールやプロセスのイメージをつ

かませる」というｇの手立て 
を取り入れてみようかな。 

✔ 

《次の単元前》 

児童の実態把握 

よし。次の単元では、ｇに加えてモ

デルを提示するｈ′の手立て 
も取り入れて、ステップ③を 
目指すぞ！ 

※観点Ｂ～Ｄも同様の手順を踏みます。 

授業実践 

次の単元に向けた 

手立ての検討 

授業改善のプロセスを記録したい方は、ステップアップシートも御利用ください。 

                    ↑サイトマップへ （Word 形式） 

※年度初めと各学期の終わりを目安として御利用ください。
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授業改善ステップ表-2 

「授業改善ステップ表」Ａ 

 

 

 

 

 

児童の姿は、どのステップに当てはまりますか？年度初めと各学期の終わりに☑を付けましょう！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
☑を付けた欄の下に、ステップアップのヒントとなる手立てを挙げています。 

次の単元で取り入れる手立てを選びましょう。       手立て一覧表（観点Ａ） 

 
ステップ②へＧＯ 

 「手立て一覧表」 

ｅ、ｇ、ｈ 

ステップ③へＧＯ 

  「手立て一覧表」 
ｆ、ｈ′、ｊ 

既にステップ③の方は、 

ｉも取り入れてみませんか？ 

  ｇ、ｈ、ｆ、ｈ′、ｊ、ｉは、具体例を紹介しています。  

 

※ めあての目的について確認したい方は、「授業づくりのステップ 1・2・3  Vol.1」 へＧＯ！ 

クリック→「『めあて』の提示」「学習内容の『まとめ』」 

    児童は、学習のゴールまでの見通しをもっていますか？ 

 学習の目的や必要性を実感していますか？ 

観点

Ａ 

 

 

本時のめあてに沿っ

て、本時のゴールを

見通している。 

ステップ ① 

今日は〇〇をするんだね。 

児童のつぶやき例 

 

単元の学習計画に沿っ

て、本時や単元のゴー

ルを見通している。 

ステップ ② 

単元のゴールに向かって、 

今日は◯◯をするんだね。 

 

単元の学習計画に沿っ

て、身に付ける力を意

識しながら、本時や単

元のゴールを見通して

いる。 

ステップ ③ 

単元のゴールに向かって、 

今日は◯◯をするんだね。 

△△できるようになるぞ。 

見通す A 
クリック 

クリック 

ステップ 

アップの

ヒント 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/saga_step_1.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/z_itiran_a_31.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/o_gutai_a.pdf
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授業改善ステップ表-3 

「授業改善ステップ表」Ｂ 

 

 

 

 

 

児童の姿は、どのステップに当てはまりますか？年度初めと各学期の終わりに☑を付けましょう！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
☑を付けた欄の下に、ステップアップのヒントとなる手立てを挙げています。 

次の単元で取り入れる手立てを選びましょう。       手立て一覧表（観点Ｂ） 

 ステップ②へＧＯ 

 「手立て一覧表」 

ｋ、ｌ、ｈ′、ｍ、ｎ 

ステップ③へＧＯ 

  「手立て一覧表」 
ｌ、ｈ′、ｏ、ｏ′ 

 

 

ｋ、ｌ、ｈ′、ｎ、ｏ、ｏ′は、具体例を紹介しています。  

 

※ 発問中心の授業になりがちな方は、「授業づくりのステップ 1・2・3 Vol.2」 へＧＯ！ 

                  クリック⇒「教師の主な役割（コーディネート）」 

  問いを、児童が自ら見いだしていますか？ 

問いの解決に向けて、児童は自ら考えていますか？ 

観点

Ｂ 

 

 

教師の発問に対する

答えを考えている。 

ステップ ① 

先生、何をしたらいい 

ですか？ 

児童のつぶやき例 

 

問いのよりよい解決に

向けて、考えや方法を

修正したり、応用したり

している。 

 

ステップ ③ 

これまでのやり方では、うま

くいかないぞ。どうしたらい

いだろう。 

 

自ら問いを立て、何を

どのようにしたら解決

できるか考えている。 

 

ステップ ② 

学習のゴールに近づくため

に、○○をしてみよう。 

クリック 

ステップ 

アップの

ヒント 

自ら考える B 
クリック 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/saga_step_2.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/z_itiran_b_31.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/o_gutai_b.pdf
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授業改善ステップ表-4 

「授業改善ステップ表」Ｃ 

 

 

 

 

児童の姿は、どのステップに当てはまりますか？年度初めと各学期の終わりに☑を付けましょう！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
☑を付けた欄の下に、ステップアップのヒントとなる手立てを挙げています。 

次の単元で取り入れる手立てを選びましょう。       手立て一覧表（観点Ｃ） 

 ステップ②へＧＯ 

 「手立て一覧表」 

ｍ′、ｐ、ｐ′、ｑ 

ステップ③へＧＯ 

  「手立て一覧表」 
ｈ′、ｐ、ｐ′、ｏ、ｏ′、

ｒ 
 

ｍ′、ｐ′、ｑ、ｈ′、ｏ、ｏ′、ｒは、具体例を 

紹介しています。  

※ 対話による考えの広がり、深まりについて詳しく知りたい方は、「授業づくりのステップ 1・2・3  

Vol.1」へＧＯ！                    クリック⇒「『書く活動』、『話し合う活動』の設定」 

  友達や教職員、地域の人など、他者とのやり取りを通して 

 児童の考えが広がったり、深まったりしていますか？ 

観点

Ｃ 

（低学年） 

 

自分の感想や意見を

もって、相手に伝えて

いる。 

 

ステップ ① 

ぼくは、◯◯だと 

思ったよ。 

児童のつぶやき例 

（高学年） 

感想や意見を伝え合う

中 で 、 共 通 点 や 相 違

点、互いのよさ等に気付

き、考えを確かなものに

したり、見直したりしてい

る。 

 

ステップ ③ 

なるほど。○○だと思ってい

たけど、その理由からも、や

っぱりそうに違いない。 

 

（中学年） 

感想や意見を伝え合う

中で、共通点や相違

点、互いのよさ等に気

付いている。 

 

ステップ ② 

ぼくとは、○○が違うね。

でも、いい考えだね。 

クリック 

ステップ 

アップの

ヒント 

クリック 
対話する C 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/saga_step_1.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/z_itiran_c_31.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/o_gutai_c.pdf
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授業改善ステップ表-5 

「授業改善ステップ表」Ｄ 

 

 

 

 

 

児童の姿は、どのステップに当てはまりますか？年度初めと各学期の終わりに☑を付けましょう！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
  

    月 □ □ □ 
☑を付けた欄の下に、ステップアップのヒントとなる手立てを挙げています。 

次の単元で取り入れる手立てを選びましょう。       手立て一覧表（観点Ｄ） 

 
ステップ②へＧＯ 

 「手立て一覧表」 

  ｓ、ｊ′、ｔ 

ステップ③へＧＯ 

  「手立て一覧表」 
 ｕ、ｖ 

 

 

ｓ、ｊ′、ｖは、具体例を紹介しています。  

 

※ 学習の振り返りについて詳しく知りたい方は、「授業づくりのステップ 1・2・3 Vol.1」へＧＯ！ 

                        クリック⇒「授業の『振り返り』の設定」 

 児童は、学習を振り返って、 

自身の学びや変容を自覚していますか？ 

観点

Ｄ 

 

できるようになったこ

とや分かったことにつ

い て、 振り返 っ てい

る。 

 

ステップ ① 

◯◯が、分かりました。 

またしたいです。 

児童のつぶやき例 

できるようになったこと

や分かったことについて

理由や根拠を挙げなが

ら振り返り、次の学びに

生かそうとしている。 

 

ステップ ③ 

この学習は、◯◯に役立ち

ました。次は、△△のとき

にも使ってみたいです。 

できるようになったこ

とや分かったことにつ

いて、理由や根拠を挙

げながら、振り返って

いる。 

 

ステップ ② 

◯◯を△△したら、□□が

できました。 

振り返るD 
クリック 

クリック 

ステップ 

アップの

ヒント 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/saga_step_1.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/z_itiran_d_31.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/01_syou_kokugo/documents/o_gutai_d.pdf

